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俳画 黒木一枝さん（今渡・68歳）
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可児市は20歳になりました 
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2広報かに 2003.1.1

可児市議会議長

奥 田 俊 昭
可児市長

山 田 　 豊

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
市
民
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
「
心
豊
か
な
活
力
と
う
る
お
い
の
あ
る
住
み
よ
い
ま
ち
・
可
児
」
づ
く
り
に
全
力
を

傾
け
ま
す
。

今
後
と
も
、
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



3 広報かに 2002.12.15

キ
ネ
マ

DE
ト
ー
ク
―
―
―
―
―
―

映
画
「
百
合
祭
」
を
上
映

日
本
ラ
イ
ン
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
連
絡
協
議
会
は
、
吉
行
和
子
、

ミ
ッ
キ
ー
カ
ー
チ
ス
な
ど
が
出
演
す

る
浜
野
佐
知
監
督
作
品
「
百
合
祭
」

を
上
映
し
ま
す
。
当
日
は
浜
野
監
督

の
楽
し
い
ト
ー
ク
も
あ
り
ま
す
。
ぜ

ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
期
日

１
月
24
日
（
金
）

●
時
間

午
後
６
時
〜

●
場
所

各
務
原
市
産
業
文
化
セ
ン

タ
ー
（
各
務
原
市
那
加
桜
町
）

●
定
員

５
０
０
人

●
入
場
料

１
０
０
０
円

●
入
場
券
販
売
場
所

商
工
観
光
課

ま
た
は
パ
テ
ィ
オ
専
門
店
街
案
内

所
（
下
恵
土
）

※
ラ
ッ
キ
ー
ナ
ン
バ
ー
で
豪
華
賞
品

が
当
た
り
ま
す
。

●
問
合
先

同
協
議
会
事
務
局
（
犬

山
市
観
光
交
流
課
）

1
０
５
６
８
◯61
１
０
０
０

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
―
―
―
―
―
―
―
―
―

海
洋
体
験
ク
ル
ー
ズ

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
は
、
海
洋
体
験
ク
ル

ー
ズ
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日

３
月
26
日
（
水
）
〜
30
日

（
日
）
・
４
泊
５
日
（
い
ず
れ
も

船
内
泊
）

●
寄
港
地

父
島
・
二
見
港
（
小
笠

原
）

●
対
象
者

市
内
在
住
の
小
学
５
年

生
〜
中
学
３
年
生

●
参
加
費

７
万
円

●
定
員

若
干
名
（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
12
月
27
日
（
金
）
に
抽

選
）

●
申
込
締
切

12
月
26
日
（
木
）

●
申
込
・
問
合
先

ス
ポ
ー
ツ
振
興

課

1
◯62
８
６
０
３

サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド
―
―
―
―
―

科
学
実
験
を
楽
し
も
う

サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド
は
、
市
民

講
座
「
科
学
実
験
教
室
」
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日

１
月
26
日
（
日
）

●
時
間

午
後
２
時
〜
４
時

●
場
所

サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド

（
瑞
浪
市
明
世
町
）

●
内
容

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
か
ら
マ

ル
セ
イ
ユ
せ
っ
け
ん
を
作
ろ
う

●
対
象
者

中
学
生
以
上

●
定
員

24
組
（
１
組
２
人
以
内
・

先
着
順
）

●
参
加
料

１
２
０
０
円

●
申
込
期
間

12
月
20
日
（
金
）
〜

１
月
12
日
（
日
）（
毎
週
月
曜
日

お
よ
び
12
月
28
日
（
土
）
〜
１
月

４
日
（
土
）
は
休
館
）

●
申
込
・
問
合
先

サ
イ
エ
ン
ス
ワ

ー
ル
ド
　
1
０
５
７
２
◯66
１
１
５

１
　
Ｅ
メ
ー
ルscien

cew
@

astec-gifu.jp

図
書
館
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

あ
な
た
の
年
賀
状
を
展
示

図
書
館
は
、「
年
の
始
め
の
ご
挨

拶
展
」
に
展
示
す
る
手
作
り
年
賀
状

を
募
集
し
ま
す
。

あ
な
た
の
心
の
こ
も
っ
た
年
賀
状

を
展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
申
込
方
法

作
品
の
表
面
に
住
所
、

氏
名
を
明
記
し
て
図
書
館
本
館
に

直
接
提
出
す
る
か
、
ま
た
は
郵
送

（
〒
５
０
９
‐
０
２
１
４
広
見
５

７
０
‐
５
）
す
る

●
申
込
締
切

１
月
12
日
（
日
）

※
年
賀
状
は
展
示
終
了
後
に
返
却
し

ま
す
。

作
品
展
示

▽
期
日

１
月
18
日
（
土
）
〜
２
月

13
日
（
木
）
（
月
曜
日
お
よ
び

１
／
31
、
２
／
11
は
休
館
）

▽
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

（
土
・
日
曜
日
は
午
後
５
時
ま
で
）

▽
場
所

図
書
館
本
館
（
広
見
）

●
問
合
先

同
本
館
1
◯62
５
１
２
０

募
集

可可可可児児児児市市市市郡郡郡郡のののの合合合合併併併併にににに関関関関すすすするるるる協協協協議議議議ににににつつつついいいいてててて
市を取り巻く合併問題は、御嵩町と兼山町

との協議（話し合い）が間もなく始まろうと
しています。そこでこれまでの経過をお知ら
せします。

10月24日
合併の是非および可否を含め、１市２町

の合併問題について協議を始めるよう求め
る旨、御嵩町長、兼山町長から可児市長に
申し入れがされました。
10月28日
市議会の全員協議会において、２町から

の申し入れについての報告と、11月中旬ま
でに「協議を進める」旨の回答をする意向
を市長から説明しました。
11月６日
御嵩町長、兼山町長に「当市としても協

議することに異存はなく、まずは事務担当
者による協議の準備を進めたい」との申し
入れに対する回答をしました。
11月７日
１市２町の担当課長レベルで打ち合わせ

を開始しました。
12月２日
可児市郡合併検討協議会設置準備室を可

児市総合会館に設置しました。
12月３日
９月から継続審査となっていた「可児市

・御嵩町・兼山町の市町村合併の推進につ
いての請願書」が市議会本会議で採択され
ました。
また、市議会に可児市郡合併検討特別委

員会が設置されました。

12月中に第１回の任意協議会が開催される
予定です。今後もその内容などをお知らせし
ていきます。

●問合先 総合政策課

さまざまな趣向を凝らした年賀状
（昨年）
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新
し
い
プ
ラ
ン
を
策
定

国
の
学
習
指
導
要
領
が
新
し
く
な
り
ま
し

た
。
ま
た
市
は
、「
引
き
出
す
・
伸
ば
す
・

鍛
え
る
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
学
校
、
地
域
、

家
庭
が
一
体
と
な
り
「
自
分
の
よ
さ
を
発
揮

し
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
子
」
を
育
て
て
い

こ
う
と
す
る
教
育
プ
ラ
ン
「
Ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ
９
」

（
エ
デ
ュ
ー
ス
・
ナ
イ
ン
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
社
会
は
、
生
涯
を
通
じ
て
、

い
つ
で
も
主
体
的
に
学
び
続
け
る
と
い
う
生

涯
学
習
の
考
え
方
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
教

育
は
学
校
教
育
の
み
で
完
結
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
学
校
で
は
、
新
し

い
学
習
指
導
要
領
や
エ
デ
ュ
ー
ス
・
ナ
イ
ン

の
も
と
に
、
新
し
く
設
け
ら
れ
た
総
合
的
な

学
習
の
時
間
（
各
学
校
が
創
意
工
夫
を
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
教
科
の
枠
を
超
え
た
学
習
な
ど

が
で
き
る
時
間
）
な
ど
を
利
用
し
、
各
教
科

の
学
習
で
得
た
知
識
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

活
動
の
中
で
実
感
を
も
っ
て
理
解
し
、
学
び

方
を
身
に
付
け
、
生
涯
学
習
の
基
礎
と
な
る

「
生
き
る
力
」
を
育
て
て
い
き
ま
す
。

大
丈
夫
？

学
力
の
低
下

学
校
が
週
五
日
に
な
っ
て
、
土
曜
日
の
休

み
が
増
え
た
分
授
業
数
は
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
学
力
の
低
下
に
つ
な
が
る

の
で
は
と
い
う
心
配
が
出
て
い
ま
す
。

新
し
い
学
習
指
導
要
領
で
は
、
完
全
学
校

週
五
日
制
の
ね
ら
い
を
実
現
す
る
た
め
、
教

育
の
内
容
を
厳
選
し
、
子
ど
も
た
ち
の
理
解

や
習
熟
の
程
度
に
応
じ
た
指
導
な
ど
、
一
人

ひ
と
り
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
指
導
を
行
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
理
解
の
十
分
で
な
い

子
ど
も
は
繰
り
返
し
学
ん
で
つ
ま
ず
き
を
克

服
し
、
基
礎
、
基
本
を
確
実
に
身
に
付
け
る

と
と
も
に
、
十
分
習
得
し
て
い
る
子
ど
も
は
、

そ
の
子
の
興
味
、
関
心
、
適
性
な
ど
に
応
じ

て
、
よ
り
発
展
的
な
学
習
に
も
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
観
察
、
実
験
、
調
査
、
研
究
、

発
表
、
討
論
な
ど
体
験
的
、
問
題
解
決
的
な

学
習
を
通
し
て
、
学
ぶ
意
欲
や
思
考
力
、
判

断
力
、
表
現
力
な
ど
ま
で
含
め
た
確
か
な
学

力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

み
ん
な
は
何
を
し
て
い
る
の
？

学
校
が
完
全
週
五
日
制
に
な
っ
て
か
ら
、

市
の
図
書
館
で
は
、
土
曜
日
に
訪
れ
る
親
子

を
た
く
さ
ん
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
聞

き
ま
す
。
実
際
に
、
土
曜
日
の
子
ど
も
へ
の

本
の
貸
し
出
し
冊
数
が
一
昨
年
よ
り
伸
び
て

い
る
こ
と
か
ら
、
土
曜
日
に
図
書
館
を
利
用

す
る
子
ど
も
は
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

学
校
が
完
全
週
五
日
制
に
な
っ
て
、
み
ん

な
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
子
ど
も
ワ
ク
ワ
ク
探
偵
団
や
公
民
館

講
座
の
受
講
者
の
皆
さ
ん
に
聞
い
て
み
ま
し

た
。Ｑ

・
土
曜
日
が
休
み
に
な
っ
て
、
変
わ
っ

た
こ
と
や
新
た
に
始
め
た
こ
と
は
？

●
お
手
伝
い
を
よ
く
す
る
よ
う
に
な
っ
た

（
小
三
）

●
自
分
の
興
味
の
あ
る
新
聞
記
事
を
切
り
抜

い
て
コ
メ
ン
ト
す
る
な
ど
、
普
段
学
校
で

習
わ
な
い
学
習
を
、
じ
っ
く
り
取
り
組
め

る
時
間
の
余
裕
が
で
き
た
（
小
五
）

●
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
テ
ニ
ス
を
土
曜
日
の

午
前
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
良
か

っ
た
（
小
五
）

●
帷
子
公
民
館
で
行
わ
れ
る
「
土
曜
日
講
座
」

に
参
加
で
き
る
（
小
三
）

●
平
日
は
時
間
が
な
く
普
段
遊
べ
な
い
友
達

と
、
た
っ
ぷ
り
遊
べ
る
（
小
三
）

●
金
曜
日
の
夕
方
遅
く
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
に
参

加
し
て
も
、
次
の
日
が
休
み
な
の
で
朝
寝

坊
の
心
配
が
な
い
（
小
三
）

●
児
童
セ
ン
タ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
に
行
け
る
よ

う
に
な
っ
た
（
小
三
）

●
友
達
と
遊
ぶ
時
間
が
増
え
、
公
民
館
の
囲

碁
教
室
に
通
い
始
め
た
（
小
三
）

●
自
由
な
時
間
が
で
き
、
友
達
と
遊
ぶ
時
間

が
で
き
た
（
小
四
）

●
お
父
さ
ん
と
遊
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
小

三
）

●
平
日
の
夜
の
家
族
の
会
話
が
増
え
、
土
曜

日
に
出
掛
け
る
よ
う
に
な
っ
た
（
小
四
）

これからの社会を
生きる子どもたちに
必要な力は・・・

学校教育課長

小藤　三雄

週５日制で授業時数が削減され、共通に学
ぶ知識の量は従来に比べて減ることになりま
した。これは、多くの知識を教え込むことを
重視したこれまでの教育尺度で計ると、学力
低下を危ぐする声となります。
しかし、激しい変化が予想されるこれから

の社会においては、主体的に対応できる力を
育成することが重要です。子どもたちに必要
な「生きる力」が身に付いたかどうかを計る
新しい教育尺度への視点転換も必要です。
これからの子どもたちには、年号や地名な

どの細かな知識をたくさん覚えていることよ
り、自分で考え、自分の考えを持ち、それを
自分の言葉で表現できる力を身に付けてい
て、それを実際の生活に生かすことができる
ようにすることが重要です。

工夫を凝らした総合的な学習（旭小）
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●
塾
に
行
く
よ
う
に
な
っ
た
（
小
六
）

●
金
曜
日
に
ゆ
っ
く
り
宿
題
に
取
り
組
め
る

よ
う
に
な
っ
た
（
小
四
）

●
ス
ポ
ー
ツ
を
前
よ
り
た
く
さ
ん
す
る
よ
う

に
な
っ
た
（
小
三
）

●
金
曜
日
の
夜
に
、
時
間
を
気
に
せ
ず
家
族

で
話
す
機
会
が
増
え
た
（
中
ニ
保
護
者
）

●
旅
行
と
か
大
き
い
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

小
さ
い
こ
と
が
家
族
で
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
（
小
三
保
護
者
）

●
土
・
日
に
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
し
た
行

事
が
増
え
、
そ
の
中
か
ら
選
択
し
て
参
加

す
る
よ
う
に
し
て
い
る
の
で
、
行
事
や
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
で
、
今
ま
で
よ
り
土

曜
日
が
親
と
し
て
も
忙
し
く
な
っ
た
（
小

ニ
保
護
者
）

●
平
日
は
仕
事
で
夜
遅
く
な
る
の
で
、
土
曜

日
に
子
ど
も
と
一
緒
に
過
ご
せ
る
の
は
い

い
（
小
一
保
護
者
）

●
な
る
べ
く
家
族
で
過
ご
し
た
い
が
、
ど
う

や
っ
て
過
ご
し
た
ら
い
い
か
悩
む
よ
う
に

な
っ
た
（
小
四
保
護
者
）

●
極
力
子
ど
も
と
過
ご
す
よ
う
に
し
て
お
り

子
ど
も
と
遊
ぶ
時
間
が
増
え
た
が
、
自
分

の
時
間
が
無
く
な
っ
た
の
も
確
か
（
小
二

・
四
保
護
者
）

●
親
子
で
習
い
事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
楽

し
み
が
増
え
た
（
小
五
保
護
者
）

●
土
・
日
が
休
み
に
な
っ
て
、
土
曜
日
は
子

ど
も
の
時
間
（
ス
ポ
少
）、
日
曜
日
は
家

族
の
時
間
と
使
い
分
け
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
（
小
三
保
護
者
）

●
土
曜
日
に
宿
題
を
や
っ
た
り
、
体
を
動
か

し
て
遊
ん
だ
り
し
て
も
、
日
曜
日
が
あ
る

の
で
心
も
体
も
ゆ
っ
く
り
で
き
る(

小
四

保
護
者
）

●
土
曜
日
に
シ
ュ
ー
ズ
洗
い
や
部
屋
の
掃
除

を
、
自
分
で
決
め
た
時
間
で
自
分
の
考
え

で
や
る
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
る
（
小
四

保
護
者
）

●
「
ラ
ン
タ
ン
」
を
活
用
し
て
、
予
定
の
な

い
週
末
は
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
探
す
よ
う
に

な
っ
た(

小
三
保
護
者
）

●
各
地
の
行
事
の
時
間
帯
が
重
な
る
よ
う
に

な
っ
た
（
小
四
保
護
者
）

●
学
校
に
よ
っ
て
授
業
の
進
み
具
合
に
差
が

あ
り
、
親
同
士
で
連
絡
を
取
る
よ
う
に
な

っ
た
（
小
四
保
護
者
）

Ｑ
・
こ
れ
か
ら
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
？

●
図
書
館
に
行
っ
て
勉
強
し
た
り
、
た
く
さ

ん
本
を
借
り
た
り
し
た
い
（
小
五
）

●
ス
ポ
少
の
な
い
と
き
は
み
ん
な
で
旅
行
が

し
た
い
（
小
四
）

●
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
入
り
た
い
（
小
三
）

●
身
の
回
り
の
も
の
か
ら
で
き
る
手
作
り
の

ド
ー
ル
ハ
ウ
ス
み
た
い
な
も
の
に
じ
っ
く

り
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
い
（
小
五
）

●
陶
芸
に
挑
戦
し
て
、
自
分
の
湯
飲
み
な
ど

を
作
っ
て
み
た
い
（
小
三
）

●
工
作
な
ど
を
や
っ
て
み
た
い
（
小
四
）

●
友
達
と
遊
び
た
い
（
小
五
）

●
寝
て
い
た
い
（
小
六
）

●
何
で
も
い
い
か
ら
夢
中
に
な
れ
る
も
の
を

見
つ
け
て
や
っ
て
ほ
し
い
（
小
四
保
護
者
）

●
公
民
館
な
ど
で
算
数
講
座
や
理
科
の
実
験

の
講
座
な
ど
が
あ
る
と
い
い
（
小
六
保
護

者
）

●
ス
ポ
ー
ツ
以
外
に
も
楽
し
く
取
り
組
め
る

こ
と
や
、
家
族
で
一
緒
に
で
き
る
こ
と
が

あ
る
と
い
い
（
小
三
保
護
者
）

●
土
曜
日
に
学
校
を
開
放
し
て
、
科
学
教
室

や
補
習
を
開
催
し
た
ら
ど
う
か
（
小
三
保

護
者
）

●
家
族
で
行
事
に
参
加
で
き
る
と
い
い
（
小

ニ
保
護
者
）

●
姫
治
公
民
館
で
や
っ
て
い
る
天
体
観
測
の

講
座
を
、
ほ
か
の
と
こ
ろ
で
も
や
っ
て
ほ

し
い
（
小
五
保
護
者
）

Ｑ
・
学
校
週
五
日
制
へ
の
意
見
な
ど

●
総
合
学
習
は
授
業
参
観
で
見
て
い
て
も
面

白
い
（
小
五
保
護
者
）

●
基
本
的
に
週
五
日
制
に
は
反
対
、
総
合
学

習
や
ゆ
と
り
の
時
間
ば
か
り
増
え
て
不
安

（
小
三
保
護
者
）

●
上
の
子
と
比
べ
て
授
業
数
は
確
か
に
減
っ

て
い
る
の
で
、
学
力
低
下
が
心
配
（
小
四

保
護
者
）

●
授
業
内
容
に
不
安
が
生
じ
て
お
り
、
周
り

で
も
学
習
塾
へ
通
う
こ
と
を
検
討
し
て
い

る
人
が
増
え
て
い
る
（
小
四
保
護
者
）

●
Ｉ
Ｑ
（
知
能
指
数
）
が
高
く
な
っ
て
も
Ｅ

Ｑ
（
思
い
や
り
、
そ
の
他
の
情
動
を
加
味

し
た
知
能
）
は
高
く
な
ら
な
い
。
Ｅ
Ｑ
が

土曜日に公民館で開催されている
講座で絵手紙作りを楽しむ親子
（帷子公民館）
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高
く
な
る
と
Ｉ
Ｑ
も
高
く
な
る
と
い
う
話

が
あ
る
。
人
と
か
か
わ
り
体
験
す
る
こ
と

は
、
思
い
や
り
に
つ
な
が
る
の
で
、
ゆ
と

り
の
教
育
は
大
事
（
中
三
保
護
者
）

●
い
ろ
ん
な
人
と
交
わ
り
経
験
す
る
こ
と
が

心
の
栄
養
に
な
り
、
学
力
に
も
つ
な
が
っ

て
い
く
こ
と
で
判
断
力
も
つ
く
。
休
み
に

い
ろ
ん
な
体
験
が
で
き
る
場
所
が
地
域
に

増
え
る
と
い
い
（
小
四
保
護
者
）

以
上
の
よ
う
に
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
家
族

で
過
ご
し
た
り
行
事
に
参
加
し
た
り
す
る
な

ど
で
、
土
曜
日
の
過
ご
し
方
を
考
え
て
い
る

よ
う
で
す
。

地
域
は
学
び
の
素
材
の
宝
庫

毎
週
土
曜
日
が
休
み
に
な
っ
た
こ
と
で
、

地
域
の
教
育
力
も
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
で
は
若
者
か
ら
高
齢
者
、
さ
ま
ざ
ま

な
職
種
や
趣
味
を
持
っ
た
人
が
、
多
種
多
様

な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
地
域

社
会
に
は
、
子
ど
も
が
学
校
や
家
庭
の
中
だ

け
で
は
で
き
な
い
体
験
の
機
会
が
あ
り
、
豊

富
で
生
き
た
活
動
や
体
験
を
提
供
で
き
ま
す
。

そ
の
た
め
、
子
ど
も
の
「
心
の
教
育
」
の
素

材
が
眠
る
宝
庫
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
人
た
ち
と
の
触
れ
合
い
が
多
い
子

ど
も
ほ
ど
、
地
域
活
動
へ
の
関
心
や
日
常
生

活
へ
の
充
足
感
が
高
い
傾
向
に
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
地
域
で
は
子
ど
も
た
ち
に
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
の
機
会
や
場
を
提
供
し
た
り
、

指
導
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
積
極
的

に
子
ど
も
た
ち
と
か
か
わ
っ
た
り
し
な
が
ら
、

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育
て
て
い
く
意
識

が
必
要
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
地
域
参
加

市
内
全
域
で
行
っ
て
い
る
花
い
っ
ぱ
い
運

動
に
参
加
し
た
り
、
地
区
の
運
動
会
や
公
民

館
祭
り
の
運
営
に
加
わ
っ
た
り
と
、
各
地
域

の
行
事
や
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
子
ど

も
は
自
分
も
地
域
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
自

覚
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

公
民
館
祭
り
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参

加
し
た
中
学
生
か
ら
は
、「
あ
り
が
と
う
の

言
葉
が
と
て
も
う
れ
し
く
て
、
や
り
ぬ
く
こ

と
が
で
き
た
」「
地
域
の
人
と
の
協
力
や
触

れ
合
い
な
ど
多
く
の
こ
と
が
学
べ
た
」「
お

客
さ
ん
の
笑
顔
で
よ
か
っ
た
な
と
い
う
気
持

ち
に
な
り
、
楽
し
い
体
験
だ
っ
た
」
な
ど
の
、

地
域
の
一
員
と
し
て
活
動
で
き
た
充
実
感
に

満
ち
た
言
葉
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

将
来
は
多
世
代
で
一
緒
に

市
内
の
各
地
域
の
公
民
館
で
は
、
子
ど
も

や
親
子
を
対
象
に
し
た
各
種
の
講
座
・
教
室

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
の
ス
ポ

ー
ツ
活
動
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活

動
が
、
小
学
校
を
中
心
に
し
て
活
発
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

青少年ボランティア団体ＶＹＳ

仲間と楽しくボランティアを
可児市ＶＹＳは、主に中・高校生のボランティア団

体です。主な活動の内容は子ども会行事に出掛けてい

って子どもたちにいろいろな遊びを教えることです。

そのほか街の美化活動、福祉施設の慰問、他地区のジ

ュニアリーダーとの交流なども行っています。

ＶＹＳの活動はとても楽しいです。私は福祉活動に

興味があったので中学１年生のときに入会しました。

ＶＹＳで活動する時間をつくるのが少し大変な時期も

ありましたが、友達もたくさんできたし、いろいろ得

るものもあって続けてきてよかったと思っています。

今高校２年生ですが、これからもボランティア活動を

続けていきたいと思います。

現在、会員は中学１年生から高校３年生まで20人。

みんな仲良く楽しい仲間です。少しでもボランティア

やＶＹＳに興味を持っている中学生や高校生は、まず

は活動の見学から始めてみませんか。皆さんの参加を

待っています。

定例会は、第１・３土曜日の午後６時30分から総

合会館分室で行っています。詳しいことや分からない

ことがあれば生涯学習課で聞いてください。

●記　中島 千晶（瀬田）

各地域で活発に行われているスポーツ少年
団の活動

地区運動会で運営に参加する中学生
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市
教
育
委
員
会
は
今
後
、
土
・
日
曜
日
に

子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
自

由
に
選
択
し
て
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
小
中
一
貫
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
ク

ラ
ブ
を
設
立
し
、
子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ

文
化
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
将
来
は
、
高
齢
者
、

一
般
成
人
、
中
学
生
、
小
学
生
、
障
害
者
が

一
緒
に
な
り
、
各
地
域
で
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化

活
動
を
楽
し
む
、
多
世
代
型
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
ク
ラ
ブ
の
設
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
子
ど
も
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
文
化
活

動
に
積
極
的
に
参
加
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

楽
し
く
生
き
生
き
と
活
動
で
き
る
場
へ
と
育

っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
気
持
ち

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

さ
ら
に
、
青
少
年
の
奉
仕
・
体
験
活
動
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
す
る
拠
点
と
し
て
、「
可

児
市
青
少
年
い
き
い
き
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
」
を
生
涯
学
習
課
内
に
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
生
涯
学
習
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
・
生
涯
学
習
推
進
会
「
か
に
」

か
ら
二
人
の
メ
ン
バ
ー
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
配
置
し
、
青
少
年

に
対
し
て
学
校
内
外
を
通
じ
て
、
多
く
の
人

や
社
会
・
自
然
な
ど
と
直
接
触
れ
合
う
体
験

を
提
供
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
学
校
や

個
人
と
活
動
先
の
指
導
者
・
団
体
と
の
連
絡

調
整
を
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
地
域
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
や
体
験
活
動
を
幅
広
く
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
ま
す
。

大
切
な
の
は
家
庭

二
十
一
世
紀
は
「
心
の
時
代
」
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
心
を
耕
す
一
番
大
切
な
と

こ
ろ
は
家
庭
で
す
。

人
間
が
生
活
し
て
い
く
上
で
、
も
っ
と
も

身
近
で
小
さ
な
社
会
が
家
庭
で
あ
り
、
教
育

の
原
点
と
な
る
場
所
で
す
。
で
す
か
ら
、
社

会
で
生
活
し
て
い
く
上
で
大
切
な
こ
と
を
、

家
族
の
触
れ
合
い
や
、
家
庭
で
の
共
同
作
業

な
ど
、
毎
日
の
生
活
の
中
で
子
ど
も
に
教
え
、

き
ち
ん
と
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
が
大
変
重

要
で
す
。

ま
た
、
家
庭
は
心
身
の
疲
労
を
癒
や
す
場

所
で
も
あ
り
ま
す
。
家
族
み
ん
な
で
食
事
を

取
り
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き

る
団
ら
ん
の
時
間
を
つ
く
る
こ
と
で
心
が
育

ち
ま
す
。

時
間
は
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
す
。
後

か
ら
取
り
戻
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
特
に

子
ど
も
た
ち
の
今
を
生
き
る
時
間
は
と
て
も

貴
重
で
大
切
な
も
の
で
す
。
学
校
が
週
に
二

日
休
み
に
な
っ
て
生
ま
れ
た
貴
重
な
時
間
を
、

ど
の
よ
う
に
過
ご
し
た
ら
よ
い
か
を
家
族
で

話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
が
、
子
ど

も
の
自
ら
学
び
考
え
る
力
や
豊
か
な
人
間
性

な
ど
の
「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く
む
こ
と
へ

の
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
学
校
、
地
域
、
家
庭
が
つ
な
が
り

協
力
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

街
そ
の
も
の
が
「
生
き
た
教
室
」
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

●
問
合
先

学
校
教
育
課
・
生
涯
学
習
課

気軽にご相談ください
青少年いきいき活動支援センター
ボランティアコーディネーター

丸山英子さん（愛岐ヶ丘）
山田咲子さん（土田）

ボランティア活動や多様な
体験活動は豊かな心をはぐく
むために大切なことだと思い
ます。それを自発的にできれ
ばよいのですが、周りでその
きっかけを作ることも必要で
はないでしょうか。そしてボ
ランティアの在り方などの基
本を教えることにより、子ど
もたちに責任あるボランティ
ア活動ができるようになって
ほしいと思います。

また、子どもの体験やさまざまな活動を支える団体が市
内にはたくさんありますが、それらをネットワークでつな
げることができればと思っています。
支援センターは昨年７月に

開設されたばかりで、私たち
コーディネーターも手探り状
態ですが、皆さんと一緒に学
びながら体験の場所や情報を
提供することで、少しでもお
役に立てるよう努力したいと
思います。
３月９日には青少年の奉仕

体験活動を支援する各種団体
の交流会を、文化創造センタ
ーで開催する予定です。ぜひ
おいでください。

誰かのためにやってみようと考
えている皆さんの力になれたら
と語る山田さん

誰かのために、したいこと、で
きることを一緒に考えたいと語
る丸山さん
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紙
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に

戸
籍
制
度
は
、
明
治
４
年
に
発
足

以
来
、国
民
の
身
分
関
係
を
記
載
し
、

こ
れ
を
公
証
す
る
唯
一
無
二
の
も
の

と
し
て
現
在
ま
で
１
０
０
年
以
上
続

い
て
き
ま
し
た
。
平
成
６
年
12
月
の

法
改
正
に
よ
り
、
紙
戸
籍
し
か
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
も
の
が
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
を
使
っ
て
管
理
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
市
も
２
月
22
日
か

ら
戸
籍
事
務
の
電
算
処
理
を
始
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

証
明
書
の
交
付
が
早
く

電
算
化
に
よ
り
、
現
在
の
戸
籍
、

戸
籍
の
附
票
、
除
籍
、
改
製
原
戸
籍

を
同
一
シ
ス
テ
ム
で
管
理
す
る
こ
と

に
な
る
た
め
、
証
明
書
の
交
付
が
容

易
に
な
り
、
窓
口
で
の
待
ち
時
間
が

短
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
戸
籍
の
届

け
出
か
ら
証
明
書
発
行
ま
で
の
期
間

が
短
縮
さ
れ
ま
す
。

証
明
書
の
名
称
な
ど
が
変
更

電
算
化
後
は
、
証
明
書
の
名
称
な

ど
が
左
表
の
通
り
変
わ
り
ま
す
。

証
明
書
の
大
き
さ
は
Ｂ
５
判
か
ら

Ａ
４
判
に
、
書
式
は
縦
書
き
か
ら
横

書
き
に
変
わ
り
、
戸
籍
の
証
明
印
は

朱
色
か
ら
黒
色
の
電
子
公
印
に
な
り

ま
す
。

ま
た
、
証
明
事
項
は
項
目
ご
と
に

記
載
さ
れ
、
見
や
す
く
分
か
り
や
す

い
も
の
に
な
り
ま
す
。

用
紙
は
こ
れ
ま
で
通
り
、
コ
ピ
ー

偽
造
防
止
用
の
地
紋
入
り
を
使
用
し

ま
す
。

よ
り
早
く

よ
り
分
か
り
や
す
く

２
月
22
日
　
戸
籍
事
務
電
算
化
ス
タ
ー
ト

氏
名
は
「
正
字
」
で
明
確
に

戸
籍
の
文
字
は
、
「
常
用
漢
字
」

「
人
名
用
漢
字
」
そ
の
ほ
か
「
漢
和

辞
典
に
正
字
と
し
て
登
載
さ
れ
て
い

る
文
字
」
で
記
載
さ
れ
ま
す
。
こ
の

た
め
「
氏
」
ま
た
は
「
名
」
が
、
電

算
化
後
に
使
用
で
き
な
い
文
字
の
人

は
、
上
記
の
通
り
、
そ
れ
に
対
応
す

る
正
字
で
記
載
さ
れ
ま
す
。

対
象
者
に
は
、
１
月
中
旬
ご
ろ
に

文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
こ
れ
は
、
戸
籍
の
表
記
上
の

取
り
扱
い
で
あ
り
、
氏
名
が
変
更
さ

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

印
鑑
登
録
な
ど
の
変
更
は
不
要
で

す
。

枝
番
の
表
記
を
変
更

本
籍
お
よ
び
住
所
の
地
番
に
枝
番

が
あ
る
場
合
、
番
地
の
後
の
「
の
」

が
無
く
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
枝
番

以
降
の
「
の
」
に
つ
い
て
は
省
略
さ

れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
本
籍
・
住
所
の
変
更
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。「
の
」
の
表
記
が

な
い
土
地
の
登
記
簿
に
合
わ
せ
統
一

す
る
も
の
で
す
。

当
分
の
間
、「
の
」
の
表
示
の
あ

る
も
の
と
無
い
も
の
が
混
在
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
官
公
庁
、
金
融

機
関
な
ど
の
各
関
係
機
関
に
は
、
周

知
し
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
使
用
中
の
運
転
免
許

証
に
つ
い
て
は
、
次
回
の
更
新
時
に

「
の
」
の
表
記
が
消
え
る
の
で
、
住

所
変
更
な
ど
手
続
き
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

今
ま
で
の
戸
籍
の
行
方

今
ま
で
の
戸
籍
は
「
平
成
改
製
原

戸
籍
」
と
名
称
が
変
わ
り
ま
す
。

電
算
化
後
の
戸
籍
に
は
、
法
律
の

規
定
に
よ
り
、
婚
姻
や
死
亡
な
ど
で

除
籍
さ
れ
た
方
や
過
去
の
身
分
事
項

な
ど
は
記
載
さ
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ

う
な
証
明
書
が
必
要
な
場
合
は
、

「
平
成
改
製
原
戸
籍
」
を
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

住
所
に
「
方
書
」
を
記
載

こ
れ
ま
で
住
民
票
に
お
け
る
住
所

を
「
字
（
あ
ざ
）
区
域
の
名
称
お
よ

び
地
番
」
の
み
で
記
載
し
て
い
ま
し

た
が
、
住
所
を
よ
り
明
確
に
表
示
す

る
た
め
、
２
月
22
日
よ
り
「
方
書
」

を
記
載
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

方
書
は
、
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ

ン
な
ど
に
住
ん
で
い
る
人
は
「
建
物

の
名
称
お
よ
び
部
屋
番
号
等
」、
間

借
り
し
て
い
る
人
は
「
何
某
（
間
貸

人
氏
名
）
方
」
と
、
住
所
地
番
の
後

に
記
載
さ
れ
ま
す
。

該
当
す
る
世
帯
に
は
、
１
月
中
旬

ご
ろ
に
記
載
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
、ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先

市
民
課

市
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
窓
口
サ
ー
ビ
ス
充
実
の
た
め
、
戸
籍
事
務
の

電
算
処
理
を
、
２
月
22
日
（
土
）
か
ら
始
め
ま
す
。
そ
こ
で
、
電
算
化
に
伴
う

主
な
変
更
点
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
証
明
書
の
発
行
は
、
２
月
24
日
（
月
）
か
ら
と
な
り
ま
す
。

戸籍証明書の新旧対照表

新しく発行する全部事項証明書（戸籍謄本に替わるもの）

これまでの戸籍証明書の様式

電算化前 電算化後
戸籍謄本 戸籍の全部事項証明書

名　　　　称
戸籍抄本

戸籍の個人事項証明書
戸籍の一部事項証明書

書　　　　式 縦書き、文書体、漢数字 横書き、箇条書き、算用数字
用紙の大きさ Ｂ４・Ｂ５サイズ Ａ４サイズ
公　　　　印 朱肉印 黒色の電子公印

戸籍１通　450円 戸籍１通　450円
手 数 料（除籍・改製原戸籍 １通（除籍・改製原戸籍 １通

750円） 750円）

例１変更前　可児市広見１２３番地の１
↓

変更後　可児市広見１２３番地１

例２変更前　可児市広見１２３番地の１の２
↓

変更後　可児市広見１２３番地１の２

使用できない文字とそれに対応する文字の一例

→ 邉 → 邊 → 藤

→ 伊 → 重 → 君

→ 眞 → 泰 → 博

→ 喜 → → 裕

※事前にお知らせします。

デザイン上の差による文字の一例

→ 令 → 純 → 紀

※お知らせをしません。
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長
寿
で
あ
り
た
い
、
健
康
で
あ
り

た
い
と
い
う
の
は
す
べ
て
の
人
の
願

い
で
す
。
そ
の
た
め
の
秘
け
つ
は
運

動
の
継
続
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。
長
き

球
歴
を
持
つ
野
球
の
大
好
き
な
人
間

が
、
生
涯
引
退
す
る
こ
と
な
く
プ
レ

ー
を
続
け
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
健
康

と
長
寿
の
源
だ
と
思
い
ま
す
。

可
児
ク
ラ
ブ
は
、
昭
和
六
十
一
年

に
県
下
四
番
目
の
チ
ー
ム
と
し
て
結

成
さ
れ
て
以
来
十
七
年
を
経
過
し
て

い
ま
す
。
現
在
は
七
十
歳
以
上
が
十

五
人
、
六
十
歳
代
は
二
十
人
の
愛
好

者
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

「
全
員
一
丸
　
明
る
く
　
伸
び
伸

び
元
気
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
野
球
を
や
る
の
は
大

変
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
案
外

楽
な
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
思
い
ま
す
。
成

人
病
予
防
、
ボ
ケ
防
止
、
心
身
の
若

さ
の
維
持
な
ど
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

今
年
は
さ
ら
に
多
く
の
愛
好
者
が

参
加
で
き
る
よ
う
に
、
還
暦
チ
ー
ム

と
、
野
球
を
楽
し
む
シ
ニ
ア
チ
ー
ム

の
二
つ
に
分
け
よ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。
五
十
歳
野
球
の
経
験
者
を
特
に

歓
迎
し
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
大
勢
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
期
日

毎
週
水
・
土
曜
日

●
時
間

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所

市
総
合
運
動
場
（
坂
戸
）

ほ
か

●
連
絡
先

渡
辺
康
夫
さ
ん
　

1
◯65
６
６
０
７

還暦野球

「 可 児 ク ラ ブ 」

●記　渡辺康夫さん（塩）

グループからこんにちは 124野
球
を
続
け
よ
う
！
い
つ
ま
で
も

●
高
田
康
弘
君
（
旭
小
三
年
）

旭
小
学
校
に
は
、「
え
が
お
の
森
」

と
い
う
学
習
林
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ

で
、
十
一
月
二
十
八
日
に
「
全
校
ワ

ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ

ン
グ
」
が
あ
り
ま
し
た
。
森
の
中
は

落
ち
葉
の
道
で
歩
き
や
す
か
っ
た
で

す
。
な
か
よ
し
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
た
く
さ
ん
の
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
た
。

タ
ー
ザ
ン
ロ
ー
プ
は
、
ロ
ー
プ
を
使

っ
て
ゴ
ー
ル
の
所
ま
で
と
ぶ
の
で
す

が
一
番
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

ま
つ
ぼ
っ
く
り
投
げ
は
バ
ケ
ツ
に

ま
つ
ぼ
っ
く
り
を
投
げ
て
入
れ
る
ゲ

ー
ム
で
す
。
一
人
一
こ
な
の
で
な
か

な
か
思
う
よ
う
に
入
ら
な
か
っ
た
で

す
。

い
ろ
い
ろ
な
ゲ
ー
ム
が
あ
り
全
部

ま
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
う
少
し

時
間
が
あ
っ
た
ら
い
い
の
に
な
あ
と

思
い
ま
し
た
。
え
が
お
の
森
は
楽
し

い
と
こ
ろ
で
す
。

●
小
栗
大
輝
君
（
旭
小
三
年
）

え
が
お
の
森
に
は
、
入
口
が
二
カ

所
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
中
に
入
っ

て
行
く
と
い
ろ
ん
な
所
に
ロ
ー
プ
が

あ
っ
て
、
ロ
ー
プ
を
こ
し
て
進
ん
で

い
く
と
ま
い
子
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。オ

リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
で
は
い
ろ

い
ろ
な
ゲ
ー
ム
が
あ
っ
た
け
ど
、
ぼ

く
は
そ
の
中
で
百
ま
す
計
算
を
一
番

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら

何
回
も
リ
ー
ダ
ー
に
「
早
く
百
ま
す

計
算
の
と
こ
ろ
に
行
こ
う
よ
」
と
言

っ
て
い
ま
し
た
。終
わ
っ
て
み
た
ら
、

今
ま
で
の
さ
い
こ
う
記
ろ
く
で
し

た
。
教
室
で
や
る
よ
り
調
子
が
よ
く

て
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

い
ろ
い
ろ
楽
し
く
で
き
た
の
で
よ

か
っ
た
で
す
。
毎
日
こ
ん
な
授
業
だ

っ
た
ら
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

楽
し
い
よ
！
ぼ
く
た
ち
の
え
が
お
の
森

ワ
ク
ワ
ク
探
偵
団
レ
ポ
ー
ト
15

子どもワクワク探偵団の高田康弘君（左）
と小栗大輝君

えがおの森で「まつぼっくり投げ」を楽しむ児童たち
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イ
ラ
ス
ト 

大
募
集 

イ
ラ
ス
ト 

大
募
集 

あて先 
広見一丁目１番地 広報かに「イラスト係」 

ありがとう 
ございました 

み
な
さ
ん
の 

善
意 

会員を募集
◎篆

てん

刻
こく

教室
絵手紙、絵画、書、年賀状などへの手

づくり印を初歩から学んでみませんか。
●期日 毎月第２・第４土曜日
●時間 午後１時～
●場所 帷子公民館
●会費 毎月2000円
●講師 鈴木立齋さん
●連絡先 太田敏朗さん1◯65２３８６

◎よさこいチーム“ＺＡＣ
ザ ッ ク

”
よさこい鳴子踊りに興味のある人、

一緒にざっくばらんに踊りましょう。
●日時 ○毎週火曜日　午後７時～８
時　○毎週金曜日　午後３時～４時
30分
●場所 帷子公民館
●連絡先 中嶋美千子さん

1０９０（４２３９）１７６５

次
の
皆
さ
ん
か
ら
浄
財
な
ど
の

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

●
社
会
福
祉
に

あ
し
な
が
お
ば
さ
ん
の
会
出
店

者
一
同
、
緑
自
治
会
、
今
渡
北

民
生
児
童
委
員
協
議
会
、
土
田

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
東
濃
信
用
金

庫
●
交
通
遺
児
に

(

株
）
可
児
自
動
車
学
校

●
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
に

渡
邉
鈴
男

石
井
恵
美
子
（
下
恵
土
）

若
者
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
言
ふ
ジ
イ

ン
ズ
の
鉤か

ぎ

裂さ

き
ひ
と
つ
繕
ひ
て
を
り

飯
田
安
子
（
下
切
）

少
年
の
背
に
ぴ
っ
た
り
と
相
乗
り
の

少
女
の
茶
髪
風
に
な
び
き
つ
つ

増
岡
千
鶴
子
（
緑
ケ
丘
）

つ
く
ば
い
に
澄
み
ゆ
く
秋
の
空
写
し

忍
び
よ
る
冷
え
の
深
き
夕
べ
は

伊
藤
孝
子
（
大
森
）

来
る
夏
も
す
こ
や
か
な
れ
と
念
じ
つ

つ
雨
降
る
ひ
と
日
夏
物
を
し
ま
う選

者
詠

テ
ロ
仕
掛
け
自
爆
せ
し
人
死
せ
し
人

親
あ
り
て
こ
そ
生
ま
れ
来
た
る
に

身
近
な
話
題
を
、
市
政
情
報
課

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

短
歌

可
児
一
郎
　
選

s
Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
（
み
ず
き
ケ
丘
）

s
飛
林
（
長
坂
）

ＫＡＮＡ＆ＭＡＲＩ(大森）

「
学
校
で
は
学
べ
な
い
こ
と
を
た
く
さ
ん
教

え
て
も
ら
え
る
の
で
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま

す
」
と
笑
顔
で
話
す
伊
藤
さ
ん
。
文
化
創
造
セ

ン
タ
ー
・
ａア

ｌー

ａラ

ク
ル
ー
ズ
の
フ
ロ
ン
ト
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

県
立
各
務
原
西
高
校
の
三
年
生
で
、
演
劇
部

に
所
属
し
て
い
る
伊
藤
さ
ん
。
舞
台
を
作
り
上

げ
る
演
出
な
ど
の
裏
方
が
や
り
た
く
て
ａ
ｌ
ａ

ク
ル
ー
ズ
に
応
募
し
ま
し
た
が
、
今
は
お
客
さ

ん
に
直
接
接
す
る
表
の
仕
事
で
す
。
研
修
や
本

番
を
通
じ
、
表
方
の
厳
し
さ
が
よ
く
分
か
り
ま

し
た
。
舞
台
の
表
と
裏
の
そ
れ
ぞ
れ
の
重
要
性

や
信
頼
関
係
の
大
切
さ
も
学
び
ま
し
た
。

春
か
ら
は
大
学
の
国
際
英
語
学
科
へ
進
学
。

「
大
学
で
仲
間
と
劇
団
を
つ
く
り
た
い
。
そ
し
て

将
来
は
国
際
関
係
の
仕
事
に
就
き
、
英
語
を
生

か
し
て
世
界
の
演
劇
に
か
か
わ
っ
て
い
き
た
い
」

と
、
夢
は
ど
ん
ど
ん
膨
ら
み
ま
す
。

世界中の演劇に触れてみたい

●伊藤麻有さん（鳩吹台・18歳）

青春きらめきトーク 71
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12月８日、冬の恒例行事となった第45回可児駅伝競走大

会が行われました。今年の大会には中学生から一般まで97

チームが参加。20.5km（第１部～３部）と10.2km（第4部

～７部）のコースに分かれて競い合いました。どんよりと

した空の下、選手たちは沿道の声援を受けながら、寒さを

吹き飛ばすように走り抜きました。

各部門の優勝チームは次の通りです。

○第1部（一般）＝ＫＹＢカヤバ　○第２部（高校男子）

＝謎のチームＸ　○第３部（中学男子）＝西可児中Ｂ　○

第４部（一般）＝可児木曜クラブ　○第５部（女子）＝小

池土木（株） ○第６部（高校女子）＝東濃実業　○第７

部（中学女子）＝中部中ドリームズ

可児路をたすきでつないで

11月28日、青年海外協力隊員として海外に派遣さ

れる塩見康弘さんと世古元伸さんが、市役所を訪れ

山田市長に出発のあいさつをしました。

任期は14年12月から16年12月までの２年間。塩見

さんは野菜栽培の技術者としてセネガルへ、世古さ

んは鍼
しん

灸
きゅう

マッサージ師としてウズベキスタンへ赴

きます。二人は「地域の人々と、一緒に汗を流して

働きたい」と力強く抱負を語りました。

途上国の人たちとともに

12月７日と８日の２日間、文化創造センターで

第４回生涯学習パネル展が開催されました。この

パネル展では本業の仕事以外に生きがいを持ち、

実践している皆さんの作品が展示されました。絵

画や人形、手織りのタペストリーなど、趣向を凝

らした作品が並べられ、多くの来場者の目を楽し

ませました。

また、12月８日には「すてきなファミリーコン

サート」が開かれ、五つのグループが日ごろの練

習の成果を発表。ケーナやコカリナなど珍しい楽

器の演奏もあり、訪れた人は手づくりのコンサー

トに聴き入っていました。

私たちの発表 見て！聴いて！

市長にあいさつをする世古さん（左）と塩見さん

数々の作品に見入る来場者たち

美しい音色を響かせたケーナの発表

可児郷土歴史館から勢いよくスタートする選手たち
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国
際
理
解
講
座
―
―
―
―
―
―
―
―

ラ
オ
ス
の
文
化
を
学
ぼ
う

可
児
市
国
際
交
流
協
会
は
、
国
際

理
解
講
座
パ
ー
ト
２
と
し
て
、
未
知

の
魅
力
が
あ
る
ラ
オ
ス
に
つ
い
て
話

を
聞
く
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日

１
月
25
日
（
土
）

●
時
間

午
後
２
時
〜
４
時

●
場
所

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
（
下

恵
土
）

●
講
師

野
澤
美
香
さ
ん
（
国
際
緊

急
援
助
隊
医
療
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
）

●
内
容

ラ
オ
ス
の
人
々
の
生
活
や

文
化
な
ど

●
入
場
料

無
料

●
問
合
先

同
協
会
1
◯60
１
２
０
０

児
童
セ
ン
タ
ー
―
―
―
―
―
―
―
―

書
き
初
め
を
し
よ
う

市
内
の
各
児
童
セ
ン
タ
ー
は
、
新

春
の
す
が
す
が
し
い
気
持
ち
を
筆
に

託
す
、
毎
年
恒
例
の
書
き
初
め
大
会

を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日

１
月
11
日
（
土
）

●
受
付
時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午

後
２
時

●
場
所

広
見
・
帷
子
・
桜
ケ
丘
の

各
児
童
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者

市
内
在
住
の
小
学
生

●
題

表
の
通
り（
１
・
２
年
生
は
、

毛
筆
か
硬
筆
の
い
ず
れ
か
を
選
択

す
る
）

●
持
ち
物

習
字
道
具
、
新
聞
紙
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
（
清
書
用

紙
は
一
人
３
枚
用
意
し
て
あ
り
ま

す
）

●
問
合
先

各
児
童
セ
ン
タ
ー
（
広

見
1
◯62
３
３
４
０
、
帷
子
1
◯65
７

１
１
１
、桜
ケ
丘
1
◯64
４
０
０
１
）

催
し

１月10日は１１０番の日

警察への通報は適切に
「１１０番」は、緊急通報用の回線です。相談事

は「警察なんでも相談ダイヤル」（＃９１１０）を
利用しましょう。また、携帯電話からの通報には、
次のことに注意しましょう。
①携帯電話からの通報だと伝える
②現場を離れない
③移動しながら話さない
④通報後も電源を切らない

●問合先 可児警察署　1◯61０１１０

学
年

題

１
年
生

た
こ

２
年
生

こ
ま

３
年
生

白
い
は
と

４
年
生

元
気
な
子

５
年
生

希
望
の
春

６
年
生

創
造
す
る
心

毛　　　　　筆硬　　　　　筆
学
年

題

生

お
正
月
で
す
。「
お
め
で

年

と
う
。」
と
大
き
な
こ
え
で

１

あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

元
日
の
朝
に
は
、
家
ぞ
く

生

そ
ろ
っ
て
、
お
ぞ
う
に
を
食

年

べ
ま
し
た
。

２

こ
と
し
も
元
気
で
が
ん
ば

ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

男女共同参画社会への道 vol.43

社会の様々な分野で、女性が個性と能力を十分に発
揮できていないのでは、その機会も少ないのでは、
と思ったことはありませんか。
人口の半分を占める女性が、社会の様々な分野でチ
ャレンジすることは、新しい発想や価値を生み出し、
社会全体の活力や生活におけるゆとりをもたらすこ
とにつながるはずです。
また女性のチャレンジは、女性に限らず男性にも、
仕事と生活時間のバランスがとれるような働き方、
生き方の多様な選択肢をもたらすとも考えられてい
ます。
内閣総理大臣からの指示で、暮らしの構造改革の一
環として「女性のチャレンジ支援策」が検討されて
います。

◎女性が管理職など重要な役職に就いて主導的立場
を担い、方針決定過程に参画し、活躍することを
目指す「上」への（垂直型）チャレンジへの支援。
◎起業家、研究者・技術者など、従来女性の活躍が
少なかった分野に女性の新たな活躍の場を広げる
「横」への（水平型）チャレンジへの支援。
◎子育てや介護などでいったん仕事を中断する女性
が多いことから、安心して仕事を継続したり、再
開しやすくなるような環境整備を進める再チャレ
ンジ支援。
２月に開催する女

ひと

と男
ひと

のかがやき講演会の講師、
樋口恵子さんはこの支援策を検討している会議の一
員です。皆さんもぜひお出かけください。

参考：内閣府男女共同参画局基本問題専門調査会
「女性のチャレンジ支援策について」中間まとめ

●問合先 総合政策課

かがやきのためのチャレンジ支援
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女ひ
と

と
男ひ

と

の
か
が
や
き
講
演
会
―
―
―

樋
口
恵
子
さ
ん
を
迎
え
て

市
は
、
東
京
家
政
大
学
教
授
で

「
高
齢
社
会
を
よ
く
す
る
女
性
の
会
」

代
表
な
ど
で
活
躍
す
る
、
樋
口
恵
子

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

●
期
日

２
月
15
日
（
土
）

●
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

（
午
後
零
時
30
分
開
場
）

●
場
所

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
（
下

恵
土
）

●
演
題

こ
れ
か
ら
の
女
と
男
の
い

い
関
係

●
入
場
料

５
０
０
円

入
場
券
販
売

▽
販
売
開
始
日
時

１
月
21
日（
火
）

午
前
８
時
30
分
〜

▽
販
売
場
所

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
、

各
連
絡
所
、
中
恵
土
・
川
合
公
民

館
、
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
手
話
通
訳
あ
り
。
託
児
希
望
は
２

月
10
日
（
月
）
ま
で
に
申
し
込
む
。

●
申
込
・
問
合
先

総
合
政
策
課

姫
治
公
民
館
―
―
―
―
―
―
―
―
―

冬
の
星
空
を
観
察
し
よ
う

姫
治
公
民
館
は
、
環
境
省
が
主
催

す
る
「
全
国
星
空
継
続
観
察
会
」
を

開
催
し
ま
す
。

●
期
日

１
月
25
日
（
土
）、
26
日

（
日
）

●
時
間

午
後
６
時
〜

●
場
所

姫
治
公
民
館

●
内
容

す
ば
る
（
プ
レ
ア
デ
ス
星

団
）
の
観
察
、
星
座
教
室
な
ど

●
定
員

１
０
０
人

●
問
合
先

同
公
民
館1

◯62
０
１
０
４

う
る
お
い
コ
ン
サ
ー
ト
―
―
―
―
―

フ
ル
ー
ト
演
奏
を
聴
こ
う

市
文
化
芸
術
振
興
財
団
は
、
ａア

ｌー

ａラ

ク
ル
ー
ズ
制
作
の
フ
ル
ー
ト
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日

２
月
22
日
（
土
）

●
時
間

午
後
２
時
開
演
（
午
後
１

時
30
分
開
場
）

●
場
所

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

●
演
奏
者

名
古
屋
芸
術
大
学
器
楽

科
フ
ル
ー
ト
専
攻
学
生

●
曲
目

我
が
母
の
教
え
給
え
し
歌

（
ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
）、
夢
（
ド
ビ
ュ

ッ
シ
ー
）、
ア
ベ
・
マ
リ
ア
（
シ

ュ
ー
ベ
ル
ト
）
ほ
か

●
入
場
料

８
０
０
円（
全
席
自
由
）

チ
ケ
ッ
ト
販
売

▽
販
売
開
始
日

１
月
10
日
（
金
）

▽
販
売
場
所

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

●
問
合
先

同
財
団
1
◯60
３
３
１
１

都
市
定
住
促
進
優
良
賃
貸
住
宅
―
―

入
居
者
を
募
集

市
が
家
賃
の
一
部
を
所
得
に
応
じ

て
補
助
す
る
優
良
賃
貸
住
宅
の
入
居

者
を
募
集
し
ま
す
。

●
物
件
名
称

グ
レ
ー
ス
帷
子

●
募
集
戸
数

１
戸

●
所
在
地

帷
子
新
町
二
丁
目
44
番

地
●
建
物
構
造

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
５
階
建
て
・
３
Ｄ
Ｋ

●
入
居
資
格

同
居
親
族
が
あ
る
世

帯
で
、
一
定
の
収
入
が
あ
る
人

●
申
込
締
切

１
月
15
日
（
水
）

●
申
込
先

積
村
ビ
ル
管
理
（
株
）

岐
阜
営
業
所

1
０
５
８
（
２
７
３
）
７
７
０
０

●
問
合
先

建
築
指
導
課

ア
ー
ラ
ア
ー
ツ
ス
ク
ー
ル
―
―
―
―

舞
台
照
明
の
モ
ニ
タ
ー
募
集

市
文
化
芸
術
振
興
財
団
は
、
第
１

回
照
明
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
発
表
会

「
光
と
音
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
の
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日

２
月
８
日
（
土
）

●
時
間

午
後
３
時
開
演
（
午
後
２

時
30
分
開
場
）

●
場
所

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

●
発
表
会

高
橋
卓
也
さ
ん
の
バ
イ

オ
リ
ン
演
奏
会
に
合
わ
せ
て
照
明

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
が
照
明

デ
ザ
イ
ン
を
披
露

●
モ
ニ
タ
ー
内
容

演
奏
会
を
見
て

ア
ン
ケ
ー
ト
を
記
入

●
定
員

２
０
０
人
（
入
場
整
理
券

が
必
要
）

整
理
券
配
布

▽
配
布
開
始
日

１
月
13
日
（
祝
）

▽
配
布
場
所

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

●
問
合
先

同
財
団
1
◯60
３
３
１
１

募
集

樋口恵子さん

市立保育園

保育士を募集します
市は、市立保育園の保育士を募集します。

●勤務先 久々利、めぐみ、土田、いずれか
の市立保育園

●勤務期間 ４月１日～平成16年３月31日
●勤務時間

●募集人数 各勤務形態とも若干名
●対象者 保育士資格を持つ、通勤可能な55

歳までの健康な人
●応募方法 可児パートセンターなどで求職
手続きをして紹介状をもらい、履歴書、資
格の写しとともに福祉課へ提出
●応募締切 １月31日（金）
●問合先 福祉課

勤務形態 勤 務 時 間
＜月～金曜日＞
標準：午前８時30分～午後５時
以下の勤務がそれぞれ月１回程度
早番：午前７時30分～午後４時30分
中番：午前８時～午後５時

日　勤 遅番：午前９時～午後５時30分
または午前９時～午後６時

＜土曜日＞月１回程度
午前８時30分～午後１時30分

＜職員会＞週１回
午後５時～７時30分ごろ

早朝パート ＜月～金曜日＞午前７時30分～10時30分
夕方パート ＜月～金曜日＞午後３時30分～６時30分
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都
市
計
画
道
路
中
恵
土
広
見
線
―
―

橋
の
名
前
を
募
集

市
は
、
今
年
３
月
に
開
通
す
る
予

定
の
、
都
市
計
画
道
路
中
恵
土
広
見

線
に
あ
る
、
可
児
川
に
架
か
る
橋
の

名
称
を
募
集
し
ま
す
。

●
橋
の
概
要

長
さ
１
７
６
ｍ
、
幅

15
・
８
〜
12
・
８
ｍ
、
両
側
歩
道

の
二
車
線
道
路

●
橋
の
場
所

●
応
募
資
格

市
内
在
住
の
人

●
応
募
方
法

は
が
き
ま
た
は
電
子

メ
ー
ル
に
、
橋
の
名
前
と
理
由
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入

し
都
市
計
画
課
街
路
公
園
係
あ
て

に
送
付
す
る

●
応
募
締
切

１
月
31
日
（
金
）
必

着
※
採
用
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈
。

●
問
合
先

同
課
　
電
子
メ
ー
ル

tosikeikaku@
city.kani.gifu

.jp

女ひ
と

と
男ひ

と

の
か
が
や
き
講
座
―
―
―
―

企
画
ス
タ
ッ
フ
を
募
集

市
は
、
15
年
度
女
と
男
の
か
が
や

き
講
座
や
講
演
会
の
企
画
・
運
営
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
に
関
す
る
勉
強

会
な
ど
に
参
加
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象
者

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

（
年
齢
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
）

●
募
集
人
数

若
干
名

●
申
込
締
切

１
月
17
日
（
金
）

●
申
込
・
問
合
先

総
合
政
策
課

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会
―
―
―
―
―

体
力
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か

市
体
育
連
盟
は
、
ウ
エ
ー
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
場
内
に
あ
る
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
を
利
用
す
る
た
め
の
、
講

習
会
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時
（
次
の
い
ず
れ
か
１
日
）

●
場
所

ウ
エ
ー
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

場
（
坂
戸
・
海
洋
セ
ン
タ
ー
隣
）

●
対
象
者

高
校
生
以
上
（
子
ど
も

連
れ
の
参
加
は
不
可
）

●
定
員

各
15
人
（
先
着
順
）

●
持
ち
物

運
動
服
、
室
内
靴
、
顔

写
真
（
縦
３
㎝
×
横
２
・
５
㎝
）

●
受
講
料

５
０
０
円

●
申
込
開
始
日

１
月
10
日
（
金
）

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
カ
ー
ド
は
有
効
期

限
内
に
更
新
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先

同
連
盟
事
務
局

1
◯62
８
６
０
０

放
送
大
学
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

自
分
を
磨
き
ま
せ
ん
か

多
治
見
市
学
習
館
は
、
平
成
15
年

度
第
１
学
期
放
送
大
学
の
学
生
を
募

集
し
ま
す
。

●
受
講
期
間

４
月
１
日
（
火
）
〜

９
月
30
日
（
火
）

●
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
８
時

（
土
・
日
曜
日
は
午
後
５
時
ま
で

月
曜
日
は
休
館
）

●
場
所

多
治
見
市
学
習
館
（
多
治

見
市
豊
岡
町
）

●
対
象
者

○
全
科
履
修
＝
18
歳
以

上
の
人
で
入
学
資
格
要
　
○
選
科

・
科
目
履
修
＝
15
歳
以
上
の
人

●
学
習
科
目

心
理
学
、
歴
史
、
外

国
語
、
文
化
、
科
学
、
教
育
、
社

会
、
経
済
な
ど
約
１
０
０
科
目

●
学
習
方
法

ビ
デ
オ
や
テ
キ
ス
ト

な
ど
を
使
っ
て
の
学
習
（
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
可
児
で
も
視
聴
で
き
ま

す
）

●
入
学
料

○
全
科
履
修
＝
１
万
円

○
選
科
履
修
（
１
年
間
）
＝
３
５

０
０
円
　
○
科
目
履
修（
半
年
間
）

＝
２
５
０
０
円

●
受
講
料

１
科
目
に
つ
き
１
万
円

●
申
込
締
切

２
月
５
日
（
水
）

●
申
込
・
問
合
先

同
館

1
０
５
７
２
◯23
７
０
２
２

広見土田線 

名鉄広見線 

県道御嵩犬山線 

中
恵
土

中
恵
土 

広
見
線

広
見
線 

中
恵
土 

広
見
線 

可児川 

広見土田線 

名鉄広見線 

県道御嵩犬山線 

可児川 
市役所 

めぐみ 
保育園 

名
称
を
募
集
す
る
橋 

21

期
　
日

時
　
間

２
／
３
（
月
）

午
前
10
時
〜
正
午

２
／
12
（
水
）

午
後
７
時
〜
９
時

２
／
22
（
土
）

午
前
10
時
〜
正
午

２
／
28
（
金
）

午
後
７
時
〜
９
時

わくわく体験館

ガラス工芸を楽しもう

わくわく体験館は、吹きガラスとス
テンドグラスの入門講座の受講者をそ
れぞれ募集します。
●コースと日時（３コース・全６回）

●講座の内容

●場所 わくわく体験館（塩河）
●対象者 一般成人
●申込締切 １月19日（日）
●申込・問合先 同館 1◯65１５１５

ステンドグラスの時計

建設中の橋の様子

定
員

吹きガラス ステンドグラス
入門講座 入門講座

吹きガラスの基礎 ステンドグラスのを学びながらグラ 技法で時計を制作スや小鉢、一輪挿 するしを作る
各コース２人 各コース16人
（抽選） （抽選）
２万１０００円 １万８０００円
（材料費込み） （材料費込み）

講
座
名

内
　
容

定
員
受
講
料

コース
時 間

吹きガラス
ステンド 期　日

名
グラス

木 曜 午前10時 午前９時30分 ２/６,13,
午　前

～正午 ～正午
20,27,

コース ３/６,13

金 曜 午後１時 午後１時 ２/７,14,
午　後

～３時 ～３時30分
21,28,

コース ３/７,14

土 曜 午前10時 午前９時30分 ２/８,15,22,
午　前

～正午 ～正午 ３/１,８,15コース



17 広報かに 2003.1.1

百
人
一
首
か
る
た
会
―
―
―
―
―
―

か
る
た
会
に
参
加
し
よ
う

可
児
市
読
書
サ
ー
ク
ル
協
議
会
と

図
書
館
は
、
新
春
恒
例
と
な
っ
た
百

人
一
首
か
る
た
会
へ
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。
誰
で
も
簡
単
に
で
き
ま

す
の
で
、
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
参
加
賞
も
あ
り
ま
す
。

●
期
日

２
月
１
日
（
土
）

●
時
間

午
前
９
時
30
分
〜

●
場
所

広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア

●
定
員

30
人
（
先
着
順
）

●
申
込
方
法

図
書
館
本
館
ま
た
は

帷
子
・
桜
ケ
丘
分
館
の
窓
口
で
直

接
申
し
込
む

●
問
合
先

同
本
館
1
◯62
５
１
２
０

か
に
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
会
―
―

手
作
り
品
で
出
店
し
よ
う

か
に
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
会
は

「
手
作
り
作
品
展
」
の
出
店
者
を
募

集
し
ま
す
。

●
期
日

２
月
23
日
（
日
）

●
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
所

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
（
下

恵
土
）

●
出
店
料

１
ブ
ー
ス
＝
１
２
０
０

円
（
出
店
物
は
手
作
り
作
品
に
限

る
）

●
募
集
数

20
ブ
ー
ス
（
先
着
順
）

●
申
込
締
切

２
月
７
日
（
金
）

●
申
込
・
問
合
先

同
会
の
山
口
さ

ん
　
1
◯62
１
１
９
３
（
平
日
午
後

６
時
〜
８
時
）

ド
ラ
ム
道
場
―
―
―
―
―
―
―
―
―

森
山
威
男
さ
ん
に
学
ぼ
う

市
文
化
芸
術
振
興
財
団
は
、
市
内

在
住
の
ジ
ャ
ズ
ド
ラ
マ
ー
で
あ
る
森

山
威
男
さ
ん
に
よ
る
ド
ラ
ム
道
場
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
コ
ー
ス

●
時
間

午
後
７
時
〜
８
時

●
場
所

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

●
受
講
料

１
回
３
０
０
０
円
（
ス

テ
ィ
ッ
ク
は
１
０
０
０
円
で
購
入
）

●
定
員

各
コ
ー
ス
10
人
程
度

●
申
込
方
法

同
財
団
（
同
セ
ン
タ

ー
内
）
に
備
え
付
け
の
申
込
票
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出

●
申
込
・
問
合
先

同
財
団

1
◯60
３
３
１
１

聴
覚
障
害
で
お
悩
み
の
人
へ
―
―
―

巡
回
相
談
を
行
い
ま
す

県
身
体
障
害
者
更
生
相
談
所
は
、

聴
覚
障
害
で
悩
ん
で
い
る
人
を
対
象

に
し
た
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
期
日

１
月
16
日
（
木
）

●
時
間

午
後
１
時
〜
３
時
（
受
付

終
了
は
午
後
２
時
30
分
）

●
場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
今
渡
）

●
相
談
内
容

身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
・
申
請
、
補
聴
器
な
ど
に
関

す
る
こ
と

●
申
込
・
問
合
先

福
祉
課

5
◯63
１
２
９
４

●
ゆ
ず
り
ま
す

○
座
敷
机（
黒
色
、

平
成
２
年
ご
ろ
購
入
で
ほ
ぼ
未
使

用
）
を
取
り
に
来
ら
れ
る
人
に
無

料
で
（
桜
井
陽
一
さ
ん
1
◯64
３
２

６
６
）

●
問
合
先

商
工
観
光
課

１月のごみ・リサイクル資源収集日

中恵土・下恵土・禅台寺・徳野南・
平貝戸・明智・石森・石井

29（水）

30（木）

20（月）

23（木）

22（水）

23（木）

27（月）

30（木）

22（水）

21（火）

17（金）

24（金）

29（水）

28（火）

24（金）

31（金）

今渡・土田

菅刈・西帷子・緑・鳩吹台・
若葉台・虹ケ丘

東帷子・愛岐ケ丘・長坂・光陽台・
長洞・帷子新町

川合・川合北・谷迫間・清水ケ丘・
日本ランド・美里ケ丘・坂戸・矢戸・
塩・塩河・室原・坂戸台
久々利・羽崎・二野・緑ケ丘・
羽生ケ丘・瀬田・柿田・しらさぎ・
渕之上

下切・北姫ニュータウン・みずきケ丘・
今・広眺ケ丘・広見

桜ケ丘・皐ケ丘・桂ケ丘・小滝苑・
柿下・大森・松伏・大森台・星見台

案
内

《資源集団回収にご協力を》

※出し方のルール、マナーを守りましょう。

収　集　地　区 金物類・
粗大ごみ

缶･ペットボトル･
トレー資源

ゆ
ず
り
ま
す

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

期　　日 １月25日（土）
回収団体 東明小学校ＰＴＡ

新聞・雑誌・段ボール
回収品目 牛乳パック・古着

（新聞と広告は別で縛る）
午前９時までに、久々利

収集時間 公民館、平牧公民館、
場　　所 ふれあいパーク・緑の丘、

東明小北側駐車場へ

日
　
程

内
　
　
容

Ａ

第
１
・
第

強
く
、
速
く
、
長
く

３
月
曜
日

た
た
く

Ｂ

第
２
・
第

ド
ラ
ム
の
さ
ま
ざ
ま

４
月
曜
日

な
た
た
き
方

岐阜労働局

最低賃金を改正しました
岐阜労働局は、「岐阜県最低賃金」と「産業別最低賃金」

の改正を行いました。臨時、パートタイマー、アルバイトな
どを含め、すべての労働者に適用されます。
●地域別最低賃金

●産業別最低賃金

●問合先 同局　1０５８（２４５）８１０４

最低賃金の件名 日　額 時間額 発効日

岐阜県最低賃金 廃　止 668円
平成14年
10月１日

最低賃金の件名 日　額 時間額 発効日
陶磁器・同関連製品、

5,708円 714円
平成10年

耐火物製造業 12月25日
紡　　績　　業 5,492円 688円

電気機械器具、情報通信機械器
5,881円 736円 平成14年

具、電子部品・デバイス製造業
12月21日

自動車・同附属品製造業 廃　止 772円
航空機・同附属品製造業 6,641円 831円
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こ
と
ば
・
発
達
相
談

●
期
日

毎
週
月
・
火
・
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）

●
時
間

３
時
30
分
〜
５
時

●
場
所

養
護
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
可

児
警
察
署
西
）

※
お
子
さ
ん
の
こ
と
ば
や
発
達
に
つ

い
て
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法

同
セ
ン
タ
ー
へ
電
話

で
予
約
す
る

1
◯60
０
２
５
５

心
配
ご
と
相
談

●
期
日

毎
週
火
曜
日

●
時
間

１
時
〜
４
時

●
場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
今
渡
）

青
少
年
の
奉
仕
・
体
験
相
談

●
期
日
と
場
所

○
１
月
12
日(

日)

＝
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
（
下
恵
土
）

○
１
月
20
日
（
月
）
＝
市
役
所
１

階
相
談
室

●
時
間

１
時
〜
４
時

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
体
験
活
動
な
ど

に
つ
い
て
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

住
宅
（
建
築
）
相
談

●
期
日

１
月
17
日
（
金
）

●
時
間

１
時
〜
４
時

●
場
所

市
役
所
１
階
相
談
室

※
耐
震
、
住
宅
性
能
表
示
制
度
、
保

証
制
度
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

法
律
相
談

●
期
日

１
月
21
日
（
火
）

●
時
間

１
時
〜
４
時
（
受
け
付
け

は
２
時
ま
で
）

●
場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

発
達
と
教
育
の
相
談
会

●
期
日

１
月
22
日
（
水
）

●
時
間

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場
所

総
合
会
館
分
室
（
Ｊ
Ｒ
可

児
駅
西
）

●
申
込
方
法

教
育
研
究
所
へ
電
話

で
予
約
す
る

1
◯63
４
８
４
１

国
税
の
出
張
相
談

●
期
日

１
月
23
日
（
木
）

●
時
間

10
時
〜
３
時

●
場
所

市
役
所
１
階
相
談
室

無
料
相
談

乳児健康診査・ツベルクリン
●期日 １月21日（火） ●受付時
間 １時～１時15分　●場所 保健
センター　●対象者 14年９月１日
～15日生まれ

３歳児健康診査
●期日と対象者 ○１月17日（金）
＝11年12月１日～15日生まれ　○１
月22日(水）＝11年12月16日～31日
生まれ　●受付時間 １時～１時15

分　●場所 保健センター

あこがれママ教室
●期日 ○２課＝１月17日（金）
○３課＝１月24日（金） ●受付時
間 ９時20分～９時30分　●場所
保健センター　●内容 ○２課＝妊
婦体操（運動のできる服装、飲み物
を持参）、歯の衛生（歯ブラシ、手
鏡、コップを持参） ○３課＝臨月
からお産、乳房の手当て

母子手帳交付
●期日 毎週金曜日（祝日を除く）
●受付時間 ９時15分～９時30分
●場所 保健センター

保 健  保 健  ３種・２種混合（初回・追加）
●期日と場所 ○１月15日（水）＝
下恵土公民館　○１月22日（水）＝
久々利公民館　●受付時間 ２時～
２時30分　●対象者 生後５カ月以
上90カ月未満　○３種＝百日ぜきに
かかったことのない子（３～８週間
の間隔で３回接種） ○２種＝百日
ぜきにかかったことのある子（４～
６週間の間隔で２回接種）
※初回終了後１年～１年半の間隔で
追加接種を受けてください。

こども相談
●期日 １月16日（木） ●受付時
間 ９時～10時30分　●場所 保健
センター　●対象者 乳幼児を持つ
人

７カ月児相談
●期日 １月20日（月） ●受付時
間 ９時～10時30分　●場所 保健
センター　●対象者 14年５月生ま
れ

離乳食相談
●期日 １月21日（火） ●受付時
間 ２時～２時15分　●場所 保健
センター　●対象者 離乳期の乳児
を持つ人

こども歯みがき相談
●期日 １月15日（水） ●受付時
間 １時20分～２時　●場所 保健
センター　●対象者 12年８月・９
月生まれ　●内容 歯科健診、ブラ
ッシング指導、おやつ指導　●持ち
物 母子手帳、エプロン、タオル、
歯ブラシ、手鏡、コップ
●申込先 健康増進課（前日までに）

成人健康相談
●期日 １月14日（火） ●受付時
間 ９時30分～11時　●場所　保健
センター　●対象者 一般成人　
●内容 ○健康相談＝血圧測定、検
尿、体脂肪率測定　○栄養相談　
○歯科相談

健康講話
●期日 １月15日（水） ●時間
10時～11時　●場所 可児川苑（坂
戸） ●対象者 60歳以上の人　
●内容 お口の中の健康

献血
●期日 １月23日（木） ●時間と
場所 ○９時30分～正午＝関西電力
（今渡） ○１時～３時30分＝農業
大学校（坂戸）
※400ml献血にご協力ください。

１月の税金
市県民税─────４期

国民健康保険税
──８期

介護保険料

※１月31日までに納めま
しょう。


